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	令和６年度機構評議会での指摘事項への対応状況
	○施設
	（１）木材の施設は、非常に大切に使っているものの老朽化しており、更新が必要。
	○広報
	（２）工場見学の経験から、高校生が就職希望を持つこともあり、中高生や大学生向けの見学が職業認知に役立つだろう。企業ショールームのような公開方法やインフルエンサーとの協力が、森林総研の取組を若い層に広めるきっかけとなるのでは。
	○研究課題の設定
	（３）次期の中長期計画において、森林のウェルビーイングにおける役割を強調すべき。経済、健康、環境の全てに関わると思う。環境省も環境基本計画に入れているし、ぜひ機構でも一つのキーワードとして入れていただければ。
	また、中長期計画の中で、森林環境税や森林環境譲与税がどうなっているのか、改革の余地はあるのかが知りたい。今年から森林環境税の徴収が始まったことも、用途も知らない人が多い。森林総研なら全国同じ基準で評価してこの制度を検証できるのではないかと思う。次期でぜひやってほしい。
	○森林保険業務
	（４）森林保険制度について、気候変動などによる被害が増加しているにもかかわらず加入者が減少し、保険の支払いも増えていない現状を踏まえ、制度の見直しが必要と感じた。今の時代、森林はみんなの資産で、森林環境税は一律で取られる形になっており、森林に大きな被害があると必ずしも所有者だけでなく、その近隣に住む生活者などにもいろんな被害が及び、所有者だけの問題ではない。そろそろ森林所有者個人が入る保険という制度設計を見直すべきではないか。



